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在エルサルバドル大使館 

 

 

 

１．米との文化遺産保護に関する覚書延長 

 ２月１０日、ヒル外務大臣は、カスティージョ文化大臣と共にフェローズ米臨時代理

大使と文化遺産保護の覚書延長文書に署名した。同協定は１９９５年に世界的にも米国

とのこの種の初めての覚書として署名されて以来、５年ごとに延長されており、今般の

延長は２０２５－２０３０年に相当するもの。ヒル大臣は、教会関連、植民地時代、２

０世紀前半までの遺産の違法・不適切な移動を制限するエルサルバドル及び米政府の継

続的取り組みを強調し、カスティージョ文化大臣は、３０年間途切れず続く協定の政治

的再確認であり、文化遺産は商品ではなく記憶・アイデンティティ・共同の遺産だ、と

述べた。 

 

 

 

 

１．ブケレ大統領の米全国祈りの朝食会出席 

 ２月５日、ブケレ大統領は米ワシントンＤ．Ｃ．で開催された第７４回全国祈りの朝食

会に来賓として出席し、トランプ米大統領から「お気に入りの一人」、「米国の素晴らしい

同盟者」と称賛された。また、トランプ米大統領は、エルサルバドルの刑務所制度を評価

し、米国が捕らえた殺人犯、麻薬密売人、不法入国をして重大な罪を犯した人々を送還し

ている、と述べた他、米国は１１，８００以上の殺人事件を抱えており、その（犯罪者の）

多くが現在エルサルバドルの刑務所に収容されている、と述べ、ブケレ大統領に感謝の意

を表した。 

 ブケレ大統領は、リーダーシップとは意思決定であると述べた他、エルサルバドルのギ

ャングは悪魔崇拝的であり精神的なものであったため、治安改善を「奇跡」であるとし、

神の介入によるもの、と挨拶で述べた。 

 

２．ヒル外務大臣の米国訪問 

（１）平和理事会第一回首脳級会合出席 

 ２月１９日、ヒル外務大臣は、米ワシントンＤ．Ｃ．にて開催されたトランプ米大統領

が推進する、平和と紛争地域復興を促進するメカニズム創設に向けたイニシアチブ「平和

理事会」第一回首脳級会合に、ブケレ大統領の代理として出席した。 

外交 

内政 



 ヒル外務大臣は、自身のＳＮＳにて出席できたことを光栄に思う、と投稿した他、４０

名以上の世界各国の指導者が参加した本会合において、我々は地球規模の課題に他国と連

携して取り組む意思を改めて表明した旨投稿した。 

（２）ノーム米国土安全保障長官（当時）との会談 

 ２月２０日、ヒル外務大臣はノーム米国土安全保障長官と会談し、自身のＳＮＳにて、

実りある会談を行い、率直かつ建設的な対話の中で、二国間協力の進展について議論し、

共通の関心分野における関係をさらに強化する決意を改めて確認したことや、米国におけ

る一時的、安全かつ秩序ある雇用機会を創出することを目的とするＭｏｖｉｌｉｄａｄ 

Ｌａｂｏｒａｌ（注：一時的就労ビザの付与）プログラムにつき議論したこと、麻薬取引

や国際的な組織犯罪との闘いにおける共同の成果についても話し合った、と明らかにした。 

 

３．ウジョア副大統領の欧州訪問 

 ２月１６日～２５日、ウジョア副大統領はスペイン、フランス、ベルギーを訪問し、国

際機関、仏議会及び欧州議会関係者や教育機関等にて会談・講演を実施し、ブケレ政権に

よるエルサルバドルの治安改善及び投資誘致他を行った。 

 スペインでは、イベロアメリカ司法相会議事務局長、イベロアメリカサミット事務局長、

世界法曹協会会長及び上院議長、ＥＵＤＥビジネススクール所長等と会談した。フランス

では、ＯＥＣＤ事務次長、仏上院中米友好議連会長代行、Ｅｘｐｅｒｔｉｓｅ Ｆｒａｎ

ｃｅＣＥＯ、ＵＮＥＳＣＯ事務局長との会談及び教育機関での講演を行った他、ベルギー

では欧州議会のラ米議連会長及び副会長、人権小委員会委員長との会談や、保守改革派グ

ループの会合に出席した。 

 

 

 

 

１．ブルーエコノミー庁の創設（報道） 

 ２月２日、議会はエルサルバドル・ブルーエコノミー庁（Ａｕｔｏｒｉｄａｄ Ｓａｌ

ｖａｄｒｅｎａ ｄｅ Ｅｃｏｎｏｍｉａ Ａｚｕｌ：ＡＳＥＡ）創設を承認。経済省管

轄となり、これまでの農牧省所管の漁業・養殖開発センター（ＣＥＮＤＥＰＥＳＣＡ）等

３機関を統合・代替する機関となる。長官は大統領府により任命され、これまで規定され

ていた年齢制限（４０歳以上）、学位要件等が緩和される。 

 

２．２０２５年貿易統計発表（ＢＣＲ） 

 エルサルバドル中央銀行（ＢＣＲ）による２０２５年統計が発表され、輸出は１．９％

増の約６４億ドル、輸入は１２．９％増の約１７８億ドル、貿易赤字は２０％増加し約１

１４億ドルとなった。輸出では、約５０％が中米（グアテマラ１９．６％、ホンジュラス

１６．７％、コスタリカ４．５％等）、米国が３２．４％を占めた。輸入では、米国が２６．

経済 

 

 



２％、中国が２０．０％を占めた。 

 

３．中国による無償資金協力（２月５日～１３日付当地中国大使館ＳＮＳ及び当地主要紙） 

（１）在エルサルバドル中国大使館は、最高裁判所（ＣＳＪ）へ１２０台のＰＣモニター

を寄贈。右は技術的強化及び案件管理効率化、組織犯罪対策マルチタスク及びプロセスの

標準化を支援するものである。 

（２）２月８日、新国立競技場の屋根の設置が始まった。今年末までに、観客席と屋根の

工事が完了する見込み。 

（３）中国から８便の貨物便で３４万４０００台以上の電気機器が輸送され、エルサルバ

ドルの学生へ寄贈された。教育省と連携し、教育協力の深化を図る。 

（４）１１日、マルセラ・ピネダ東ラ・パス市長及びＭａ Ｎｉｎｇ当地中国大次席は、

サカテコルカ地区エル・ピチチェ村の照明機材設置竣工式を実施。本件は市の「Ｉｌｕｍ

ｉｎａｎｄｏ Ｌａ Ｐａｚ Ｅｓｔｅ」プロジェクトの一環であり、中国大使館が７０

基の照明機材を無償提供した。 

 

４．韓国による開発協力（２月５日付当地韓国大ＳＮＳ、１２～１３日付当地主要紙） 

（１） 「エルサルバドル医療人材能力強化プロジェクト」の一環として、国立保健卓越

センター（ＣＥＮＥＳ）の建設を建設。この近代的保健センターは、学習室、実習室、講

堂、視聴覚設備を備え、保健省の医療従事者に対する継続教育の場として、ディプロマコ

ース、講座、講演会などを通じて重要な役割を果たす。 

（２）ＵＥＳ副学長（学術担当）及びアリゾナ州立大学（ＡＳＵ）連携ディレクターは、

テレビ番組「Ｄｉａｌｏｇｏ ２１」にて、ＫＯＩＣＡがＵＥＳのイノベーションと起業

に関するプロジェクトに資金援助を行う、と述べた。様々な専攻の専門家を育成し、新製

品や新プログラムの開発に注力し、その後特許を取ることを目指している一方、大学内の

別のグループは起業家として教育され、企業の雇われ側になるとの考えをやめるように指

導される。 

（３）ＫＯＩＣＡは大統領夫人室に対し、地方における、新生児・母体の高リスク緊急対

応として、タイプＡ救急車１０台、タイプＣ救急車２６台、移動診療所３基、ダブルキャ

ブ・ピックアップ５台を供与し、緊急医療システム（ＳＥＭ）及び早期検知体制の強化を

支援する。全国で約４１０万人が恩恵を受ける見込みである。 

 

５．Ｍｏｏｄｙ＇ｓによる格付評価「Ｂ３」での据え置き（Ｍｏｏｄｙ＇ｓ） 

 ２月６日、信用格付会社Ｍｏｏｄｙ＇ｓ社は、エルサルバドルの信用格付を「Ｂ３」の

まま据え置き、見通しはポジティブに引き上げた。緊縮財政、税収増、２０２５年経済成

長率４％を背景とした見通しの引上げながら、依然高い公的債務率が指摘された。また、

公的債務率が着実に減少すれば、格付引上げもあり得る、との可能性を指摘した。 

 



６．エルサルバドルにおける米国輸出入銀行の業務開始（報道） 

 ２月６日、当地主要紙ディアリオ・エルサルバドル紙は、米国輸出入銀行（ＥＸＩＭ）

のエルサルバドルでの業務開始を報じた。当地米国大使館は、同行の業務展開について、

公共部門への長期融資を提供し、米国輸出業者のために更なるビジネスチャンスを創出す

るもの、とコメントした。 

 

７．ロープウェイ建設の開始（２月７日付当地主要紙） 

仏ポマ者は施工主として、メヒカノス・歴史地区間のメトロケーブル（ロープウェイ）

の工事を２月１６日から開始する。仕様は、１０人乗りキャビンを１４７～１５３基用い、

速度は毎秒６メートルとする計画である。右区間の所要は１４～１５分とし、現在の自家

用車で最大１時間、公共交通でそれ以上の移動時間を大幅短縮する効果を見込む計画であ

る。 

 

８．２０２５年強制送還者数（２月７日付エル・ディアリオ・デ・オイ紙） 

入国管理局（ＤＧＭＥ）のデータによると、２０２５年の強制送還者総数は１６，０５

１人で、２０１９年以降で最高水準。内訳は米国１４，７９４人（９２％）、メキシコ８９

６人、その他３６１人。２０２５年上半期は、過去数年と同じ傾向が見られたが、７月以

降、送還者数は増加した。 

強制送還便の動向については、２０２５年は、米国から１７５便（対前年比４６％増）

であり、２０２２年の１８９便には及んでいない。２５年受入便数は、グアテマラ（５３

２便）、ホンジュラス（４５１便）、メキシコ（２９２便）に次ぐ第４位である。 

国境拘束者数について、米税関・国境取締局（ＣＢＰ）によると、１日平均１５人のエ

ルサルバドル人が米国への不法入国を試みた。 

 

９．Ａｌｑｕｉｍｉａ Ｃｏｆｆｅｅの「２０２６年世界のコーヒーベストショップ１０

０」第３位入賞（報道） 

 ウェブサイト「Ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ’ｓ １００ Ｂｅｓｔ Ｃｏｆｆｅｅ Ｓｈｏｐ

ｓ（世界のコーヒーベストショップ１００）２０２６」において、首都サンサルバドルに

店舗を構えるＡｌｑｕｉｍｉａ Ｃｏｆｆｅｅが第３位に入賞した。 

 

１０．ラ・ウニオン港へのクルーズ船の寄港（当地主要紙） 

２月１３日及び２月２０日、ラ・ウニオン港に、ロンドン発クルーズ船「Ｈｅｂｒｉｄ

ｅａｎ Ｓｋｙ」が寄港した。英国、カナダ、オーストラリア、米国からの乗客と乗組員

合わせて１７０名以上が乗船している。乗客らは、世界遺産「ホヤ・デ・セレン」やタス

マル遺跡に立ち寄り、観光を堪能した。 

 

 



１１．貿易総額 

２０２５年の輸出総額は６４億２，８５１万ドル（前年比１．９％増）。輸入総額は１７

８億４，８３１万ドル（前年比１２．９％増）となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２０２４年数値は、２０２５年発表により修正されたもの。     （エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

 

                                                        （エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

１２．貿易収支額・郷里送金・外貨準備高・公的債務残高 

・２０２５年の貿易収支額はマイナス１１４億１，９８０万ドルとなり、前年より赤字額

が１９億２，７１８万ドル増加した。（エルサルバドル中銀２０２５年報告書統計の数値） 

・２０２５年の郷里送金額は９９億８，７９０万ドルとなった。そのうち米国からの送金

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
１０

月

１１

月

１２

月

輸出総額 515.7 530.8 558.6 534.9 585.1 540.7 600.2 523.8 521.1 541.2 510.7 465.8

輸入総額 1,421. 1,296. 1,454. 1,448. 1,549. 1,397. 1,703. 1,399. 1,499. 1,585. 1,515. 1,576.

貿易収支 -905.3 -765.8 -895.3 -914.0 -964.7 -856.9 -1,103 -875.3 -978.5 -1,044 -1,004 -1,110
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2025年12月までの輸出入額及び貿易収支額（百万ドル）

輸出総額 輸入総額 貿易収支

2021 2022 2023 2024 2025

輸出 6,628.8 7,115.1 6,498.1 6,311.5 6,428.5

輸入 15,075.9 17,108.0 15,648.3 15,804.1 17,848.3

貿易収支 -8,447.2 -9,992.9 -9,150.2 -9,492.6 -11,419.8
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は、全体の９１．６％（９２億２，４９０万ドル）を占めた。 

 
                              （エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

（エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

 

１３.金利・インフレ率 

２０２５年のインフレ率はプラス０．２５％であった。また中央銀行（ＢＣＲ）による２

０２５年の失業率は現時点で公表されていない（世界銀行データ３．３％）。 
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                  （エルサルバドル中銀データ（失業率のみ世界銀行データ）をもとに作成） 

 

 

 

2021 2022 2023 2024 2025

金利（1年未満） 6.19 6.35 7.53 7.99 7.86

金利（1年以上） 8.84 9.75 10.6 11.2 11.2

インフレ率 6.11 7.32 1.23 0.29 0.25

失業率 4.69 3.00 2.99 3.26 3.30
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